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むつ市議会第２１３回定例会会議録 第２号

平成２４年９月１０日（月曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

第１ 行政報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第２ 議案第44号 むつ市男女共同参画推進委員会条例

第３ 議案第45号 むつ市食育推進会議条例

第４ 議案第46号 むつ市都市計画審議会条例の一部を改正する条例

第５ 議案第47号 むつ市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例

第６ 議案第48号 むつ市脇野沢高齢者福祉施設条例の一部を改正する条例

第７ 議案第49号 財産の取得について

（むつ市消防団川内消防団第12分団及び大畑消防団第９分団配備の小型動力ポンプ付積

載車を老朽化に伴い更新するためのもの）

第８ 議案第50号 財産の取得について

（小形ロータリー除雪車を配備するためのもの）

第９ 議案第51号 新たに生じた土地の確認について

第10 議案第52号 新たに生じた土地の字名について

第11 議案第53号 青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

第12 議案第54号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第13 議案第55号 平成24年度むつ市一般会計補正予算

第14 議案第56号 平成24年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第15 議案第57号 平成23年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第16 議案第58号 平成23年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第17 議案第59号 平成23年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第18 議案第60号 平成23年度むつ市下水道事業特別会計歳入歳出決算

第19 議案第61号 平成23年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第20 議案第62号 平成23年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第21 議案第63号 平成23年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第22 議案第64号 平成23年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第23 議案第65号 平成23年度むつ市水道事業会計決算

第24 報告第21号 平成23年度むつ市一般会計継続費精算報告書

第25 報告第24号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成24年度むつ市後期高齢者医療特別会計補正予算）

第26 報告第25号 専決処分した事項の報告について



- 18 -

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第27 報告第26号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成24年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は26人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

まず、けさほど市長から、今定例会に提出され

ております平成23年度むつ市一般会計歳入歳出決

算書の一部に誤謬訂正がありましたので、お手元

に配付しております。

次に、本日この後重要文化財指定記念展示「二

枚橋２遺跡出土品」の紛失について、市長から行

政報告がありますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 行政報告

〇議長（山本留義） 日程第１ 行政報告を行いま

す。

市長から報告を求めます。市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） おはようございます。この

たび国の重要文化財指定記念として開催しており

ました「二枚橋２遺跡出土品」の展示におきまし

、 。て 展示品の紛失という事案が発生いたしました

この件につきまして、教育委員会からご報告申し

上げます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長 遠島 進 重要文化財指定記念展示 二（ ） 「

枚橋２遺跡出土品」の紛失と発見の経緯について

ご報告申し上げます。

まずは、市民の皆様並びに議員各位には、多大

なご心配をおかけいたしましたことに対しまし

て、おわびを申し上げます。

さて、このたび、国の重要文化財指定記念とし

、 、て ８月20日から８月31日までの12日間にわたり

むつ市役所本庁舎大会議室２におきまして 「二、

枚橋２遺跡出土品」の展示を行いました。

市民の皆様に重要文化財のすばらしさをぜひご

らんいただきたいとの思いで、重要文化財指定予

定の全1,308点を展示いたしました。

紛失に気づいたのは、展示最終日の８月31日、

展示終了時の午後５時過ぎでございます。紛失し

た出土品は、小形土器72点の中の１点でございま

した。

担当の生涯学習課では、毎日の展示終了時にお

きまして、展示品の確認を行うことにしておりま

した。今回の展示に当たりましては、ショーケー

ス並びに規制線を用いて展示会場を整えておりま

したが、一部は露出展示でもあったため、常時職

員１名と文化財ボランティアの会会員２名の計３

名で監視並びに来場者への説明を行っておりまし

た。

紛失に気づいた後は、８月31日金曜日の夜から

庁舎内のごみ箱、植木鉢、カウンター及びトイレ

並びに庁舎周辺の緑地帯を含めた気のつく範囲の

捜索を９月２日日曜日まで行いましたが、発見で

きませんでした。

そのうえで、関係機関とも連絡、相談、協議を

いたし、９月５日には特定はできませんが、盗難

の可能性もあることから、被害届を提出し、記者
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発表を行った次第でございます。

幸いにも、翌日９月６日の昼12時５分ごろ、庁

舎内開放エリア自動販売機前の休憩用の木製腰か

けの中心部の床の上に置かれてあった紛失出土品

を生涯学習課職員が偶然にも発見をいたしました

次第であります。

当教育委員会としては、このたびの事件を十分

に検証し、対策を検討するとともに、今後の文化

財の保護、管理に生かしていかなければならない

ものと考えております。

終わりに、市民の皆様並びに議員各位には紛失

した出土品が無事戻りましたことをご報告申し上

げるとともに、ご協力いただきました関係者各位

に対しまして、衷心よりお礼を申し上げ、行政報

告といたします。

〇議長（山本留義） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し、質疑ありませんか。２

番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） このたびの紛失したものが結

果的には見つかったということで、結果オーライ

なのでありますが、ただやはりたまたま、これは

どこでしたか、木製の腰かけの中心部のところに

置かれてあったというところ、それだけでよろし

いのかなというのをちょっと今私思いまして、そ

こで見つかった経過というか、当然これはわから

ないのですけれども、もうこれで報告して、なぜ

そこで見つかったかとかというのは今後究明しな

いのかどうか、もうこれで終了するのかどうか、

そこのところをちょっとお聞きしたいなというふ

うに思います。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） この件につきましては、見

つかったので、それでオーケーというわけにはも

ちろんいかない、このことがどのようにして起こ

ったのか、今後にどういう教訓を残していかなけ

ればいけないのかということをきちんと求めてい

かなければいけないというふうに思います。

そして、今どのような経緯でそこにあったのか

というのを調べないのかということでございます

が、これにつきましては私たちが調べるのも限界

がございますので、警察に被害届を出してござい

ますので、警察の捜査を待ちたいというふうに思

っているところでございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。これで

質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第２～日程第27 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第４４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第２ 議案第44号

むつ市男女共同参画推進委員会条例を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、15番中村

正志議員。

〇15番（中村正志） 議案第44号 むつ市男女共同

参画推進委員会条例について何点か質疑をさせて

いただきます。

まず最初に、男女共同参画という言葉を聞くよ

うになってから大分たっていますし、むつ市でも

これまでいろいろな取り組みをされてきていると

思います。そこで、これまでのむつ市としての男

女共同参画推進の取り組みの経過と、その成果に

ついてお聞きをしたいと思います。

次に、むつ市男女共同参画推進懇話会というの

がこれまでございました。今回は、新しく推進委

員会というのをつくるということでありますが、
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この懇話会と推進委員会との違いについてお聞き

したいと思います。

３点目、その推進懇話会のほうだったと思いま

すが、これまでむつ市男女共同参画推進基本計画

「むつみあいプラン」というのをむつ市ではつく

、 、って それを推進してきているわけでありますが

その「むつみあいプラン」の検証は、今現在どの

ようになっているのでしょうか。

また、今後「むつみあいプラン」以後の計画の

策定というのはどうなっているのか、あるいはこ

の委員会の中で新しくつくっていくものなのかど

うか、以上３点お聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お尋ねの１点目、こ

れまでの男女共同参画推進の取り組みの経過とそ

の成果についてでございますけれども、平成11年

の男女共同参画社会基本法の施行、それから平成

12年の県のあおもり男女共同参画プラン21の策定

等を受けまして、市においても平成13年度に当時

の企画課の中に男女共同参画室を設けておりま

す。また、平成14年度にはむつ市男女共同参画推

進懇話会を設置し、懇話会と庁内の検討委員会と

の合同作業でむつ市男女共同参画推進基本計画、

愛称「むつみあいプラン」ですけれども、これを

策定するとともに、翌平成15年度には実施計画を

策定いたしまして、この年から男女共同参画の啓

発事業として青森県男女共同参画センターと共同

でオープンカレッジｉｎむつを開催してまいりま

した。昨年度は、新たに県と連携した男の介護ビ

ギナー応援事業を実施するなど、男女共同参画社

会に係る意識の向上を目指して各種事業に取り組

んできたところでございます。

女性職員の管理職の登用率の増加というような

ものがございますけれども、その成果については

具体の数値等によってあらわすことは困難でござ

いますが、男女共同参画社会への理解は徐々にで

はございますが、深まってきているものと考えて

おります。

次に、お尋ねの２点目、むつ市男女共同参画推

進懇話会との違いについてでございます。むつ市

、「 」男女共同参画推進懇話会は むつみあいプラン

策定時における計画内容の検討を初め、市が行う

男女共同参画に係る事業推進に向けて協力してい

ただく機関として設置しておりましたが、むつ市

男女共同参画推進委員会は市長の諮問に応じ、次

期基本計画となります、仮称ではありますが、新

むつみあいプランの策定を初めとして、男女共同

参画社会へ向けた具体的な取り組みを推進するた

めの地方自治法に基づく新たな附属機関として、

これまでの懇話会を廃止して設置するものでござ

います。

、「 」 、お尋ねの３点目 むつみあいプラン の検証

「むつみあいプラン」以後の計画の策定はどうか

についてでございますが、むつ市男女共同参画推

進委員会において、まず現基本計画のこれまでの

取り組み等についての検証を行い、国の第３次男

女共同参画基本計画及び青森県の第３次あおもり

男女共同参画プラン21に掲げられている成果目標

等を踏まえまして、むつ市が重点的に取り組むべ

き事項を委員皆様に協議していただくこととし

て、当地域の実態に即した次期の基本計画の策定

を進めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） これまでの取り組みと経過等

については説明で理解をいたしましたし、成果に

ついては新しい委員会のほうで検証も行うという

ことでありますので、その結果を待ちたいなとい

うふうに思います。

そうしますと、これまでの懇話会との違いとい

うのは、前の設置要綱を見ても、今回の条例案見

ても、中身的にはそんな変わりないなというふう
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に感じていますが、ただ単に地方自治法の関係で

こうなるというふうな理解でいいのでしょうか。

それを再度確認をしたいと思います。

それで、今後新しい計画というのを委員会の中

で策定していくというお話でありますが、やはり

その中では、先ほども言ったようなこれまでの検

証は大事でありますし、それをもとにした計画を

立てるに当たっては、やっぱりある程度目に見え

るような形での数値目標みたいなのも盛り込む必

要があると思いますが、現時点ではどのようにお

考えになっていますでしょうか。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 男女共同参画推進委

員会でございますけれども、現在の基本計画が平

成24年度までというようなことで、次期の基本計

画を策定するというようなことを主に考えてまい

りたいと思っております。そのために、前回は諮

問、答申という形ではなかったというようなこと

でございますので、今回はきちんと附属機関とし

て位置づけて、諮問、答申という形で基本計画を

策定してまいりたいと考えております。

次に、計画を立てるに当たっての数値目標等を

設置してはというようなことでございますけれど

も、その辺につきましては、今後設置されますそ

の委員会等で十分に議論していただくことになろ

うかと思っておりますので、ご理解賜りたいと存

じます。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 議案第44号 むつ市男女共同

参画推進委員会条例について質疑いたします。

、 、これは 先ほど部長もお話しされましたように

国は平成11年６月23日に男女共同参画社会基本法

を制定しております。21世紀の最重要課題と捉え

。 、 、ております そして これまでの市の取り組みは

ただいまの中村議員の質疑により理解いたしまし

たが、それでは具体的に現在これまで市が設置し

、 、ている委員会 審議委員会等における男女の数と

そのパーセントをお聞きいたします。

２点目は、この条例制定により、おおむねこの

後何％を目標設定するかをお聞きいたします。

そして、３点目は、男女のバランスよい社会参

加によりどのような社会へと変化すると思われる

か。これは、市長にお聞きいたします。

３点お聞きいたします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 男女共同参画でどのような

社会を目指しているかというご趣旨のご質疑だ

と、このように理解しておりますけれども、先般

のロンドンオリンピックなんかを見ますと、私は

男女共同参画というふうなことよりも、参画で参

加しているわけですけれども、非常に女性のスポ

ーツ能力がもうメダルの数からして、男子よりも

非常に多いというふうな、そういうふうな思いを

いたしております。それはそれとして、やはり共

同参画で、例えば行政の部分においても、またさ

まざまな審議会の部分においても、女性の立場か

、 、 、ら 女性の視点から またお年寄りの視点からも

そういうふうな形でさまざまな老若男女というふ

うなことで、女性のそういうふうな声をお聞きし

て、それを大いに反映させていくべき社会をつく

っていかなければいけないものと、このように認

識いたしております。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 委員会や審議会にお

ける男女の割合についてのお尋ねでございます

が、平成24年４月現在、市が設置しております委

員会、審議会等の数は21ございまして、その委員

総数は313人でございます。このうち女性委員は

56人おりますので、比率につきましては17.9％と

なっております。
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次に、目標設定のお尋ねについてでございます

けれども、この条例は男女共同参画を推進するた

めの委員会を設置するための条例でございまし

て、審議会等の男女比を定めるものではございま

せんので、ご理解いただきたいと思います。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） もちろんこの条例がその審議

会のためのものであることは私も理解しておりま

すけれども、男女共同と唱えていくならば、ただ

いまの委員会の人数に対する女性の数が若干少な

いと思います。その辺の目標というものを今お聞

きしてみましたが、お答えできませんか。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 平成22年12月に男女

共同参画社会基本法に基づいて政府が策定いたし

ました第３次の基本計画におきましては、2020年

までに指導的地位に女性が占める割合が少なくと

も30％程度になるよう期待するというような記載

がございますことから、ここにあります30％とい

う数字がある意味一つの目標になろうかと思いま

すけれども、その辺につきましても設置されます

委員会等の中で十分に議論してまいりたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 理解いたしました。

これまでさまざまな男女共同参画社会の推進に

取り組まれてきたわけですけれども、この議場を

見れば、それが余り進んでいないということが一

。 、目瞭然ではないかなと思っております ですから

積極的にこの男女共同参画社会の推進に向けて取

り組んでいただきたいと思います。

ただし、先ほど市長、ロンドンオリンピックの

お話をされました。204の参加国の中で全ての国

から女性が参加することができました。そして、

旗手も40％、４割が女性旗手だったそうです。け

、 、れども やはり競技で戦う相手は女性は女性同士

男性は男性同士でございます。やはりそれなりに

力の差はあるものと思います。それぞれの部署に

女性の多い場合と、そして男性の多い場合もまた

必要ではないかと思います。

そして、私たちが男女共同参画社会を進めてい

くうえで市長にお伺いいたします。今我々が女性

としてこれからどのような分野で努力していかな

ければならないか。男性の目から見てお答えくだ

さい。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 男性の立場から見て女性の

進出というと、これかなり昔の表現なのでしょう

けれども、そういうふうな形で、どういうふうな

ところに活躍の場を求めるのかというふうなご趣

旨だと思いますけれども、そういうふうな形で固

定観念を持つというふうなことは、私は避けなけ

ればいけないのではないかと、このように思いま

す。

先ほどオリンピックの話、それぞれの同性同士

のその競技のこの部分はあります。そういうふう

なところでは、やはり活躍もしてもらわなければ

いけませんし、それを一つの固定した観念、これ

を植えつけるというふうなことは、私は避けたい

なと。本当にそれぞれさまざまな分野、本当に世

界的な分野、地域的な分野、そういうふうなとこ

ろがあります。そこに大いに女性の方々のご参加

をお願いしたいと、このように思います。

この部分において、さまざま当市でも公募とい

うふうな形を審議会、さまざまな委員会、まちづ

くりの部分においても公募をしてご意見を伺って

おりますけれども、なかなかその部分において、

女性の手を挙げてくれる方、まだまだ少のうござ

いますので、この部分において濵田議員も積極的

に同姓間の中で、こういうふうな委員会がある、

審議会がある、公募があるというふうなことをお

伝えをしていただいて、それぞれの立場でご発言
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を大いにしていただく、そういうふうな場面づく

りは私どもはこれから積極的に、これまでも進め

てまいりましたけれども、これからも進めていき

たいと、そういうふうな趣旨でございますので、

大いに参画をしていただきたいと、このように思

います。

どこどこにというふうな、そういうふうな固定

的なことは、私はこの場でお話をすることは差し

控えたいと、このように思います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第44号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第44号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議案第45号

むつ市食育推進会議条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ２点ほどお願いします。

まず、情報公開はされるのかということであり

ます。その情報公開のやり方は、いろいろホーム

ページで見ますと、既にまちづくり会議なんかも

、 、情報公開されていて 大変よい公開の仕方だなと

むつ市行政も大変開かれてきているなというのを

感じておりますので、そういう形のものとなるの

かどうかというのをお聞きしたいなと思います。

２点目ですが、推進会議で食育、これ国のほう

で食育基本法というのをつくったのであります

が、私もちょっと見ますと、かなりそれなりにま

た幅広いものがあって、自治体でまたできるのが

どういう場面なのかというのも、余り具体的に想

像ができないものですから、市としてはこの推進

会議というのを立ち上げてどういうものを目指し

ているのかというのを今考えているものがあれ

ば、ちょっとお聞きしたいなというふうに思いま

す。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 横垣議員のむつ市食

育推進会議条例についてのお尋ねにお答えいたし

ます。大くくりいたしますと、２点ほどのお尋ね

かと思いますが、まず先にお尋ねの後段の部分、

２点目について答弁させていただきます。

市では、平成19年４月に平成19年度から平成

23年度までの５カ年の計画で、むつ市の食育推進

に関する基本方針をまとめたむつ市食育推進計画

を策定し、朝食を毎日食べる生徒の割合の増加、

あるいは肥満者の減少等の目標値を定め、多くの

関係者の理解のもと、食育を促進してきたところ

であります。今年度は、このむつ市食育推進計画

の最終評価を行い、さらなる食育の推進を図るた

め、今後の新たな計画を策定する必要があります

ことから、本条例の定めるところにより食育推進

会議を設置し、新たなむつ市食育推進計画の策定

を行い、次年度以降につきましては食をめぐる現

状と課題についても理解し、新たな食育計画の実

施を図っていくものであります。

、 、それと お尋ねの１点目についてでありますが

平成19年４月に策定したむつ市食育推進計画につ

きましては、市のホームページで公開されており

まして、今後開催される食育推進会議の結果や新

たな食育推進計画につきましても、ホームページ

等での公開は検討いたしているところでありま

す。

また、まちづくり会議条例との比較につきまし
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ては、恐らくむつ市議会第212回定例会において

御議決賜ったむつ市市民協働まちづくり会議条例

を指しているものと解してお答えいたします。

むつ市食育推進会議条例につきましては、健全

な食生活を推進するもので、あくまでも食育に特

化した条例の目的からして、むつ市市民協働まち

づくり会議条例のような条例の目的が行政全般に

広く及ぶものではありません。したがいまして、

ホームページ等の公開は当然想定はしております

けれども、それ以上の公開につきましては、必要

に応じて検討してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） ２点目のほうでありますが、

今までは朝食をとるようにするとか、肥満を減少

させるとか、そういうのに取り組んできたという

ことで、今後これにプラスいろいろ議論されるの

かなというふうに思いますので、もう少しそこの

ところを詳しくお聞きしたいなというふうに思い

ます。

、 、というのは 国のほうの食育基本法を見ますと

結局地産地消というか、なるべく地元のものを子

、 、供たちに食べてもらうとか 日本は自給率が４割

それこそ米を食べないと７割、８割がほとんど外

国産で占められていると。この食事の問題を、そ

れこそこういう現状だというのをまず教えて、そ

れを解決するためにはどうするかという、そうい

う大変大きい課題なんかもあると思うのです、こ

の食育というのは。それこそ日本人は、日本国土

、 、には住んでいるけれども 食料という点で見れば

メード・イン・ジャパンとはとても言いがたいと

いうことを言っている方もいるのです。そういう

こともきちんと議論しながら、やっぱりむつ市民

にはむつ市のものをきちんと食べてもらうとか、

そういう形のものも提起していくものなのかどう

か、そこのところもちょっとお聞きしたいなとい

うふうに思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） お答えいたします。

この議案の上位法であります食育基本法には、

教育関係者、あるいは農林漁業者等の責務という

文言が明確にうたわれておりますことから、そう

いう意味では今横垣議員がおっしゃいましたよう

な部分につきましても、当然専門的な識見を有し

ているその団体等からのご意見もこれから反映さ

れた会議というふうな形で進捗していくことを想

、 。定しておりますので ご理解賜りたいと存じます

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第45号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第45号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 議案第46号

むつ市都市計画審議会条例の一部を改正する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、８番佐賀

英生議員。

〇８番（佐賀英生） 都市計画審議会条例の一部を

改正する条例についてなのですが、第７条のとこ

ろに守秘義務という新しい条項が加わったわけな

のですが、このまず加わった事由と、今まで何か

不都合なものがあって、これが加わったのかどう

か、２点についてお伺いしたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。
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〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまの佐賀議員の質

疑にお答えいたします。

条例に守秘義務が加わったことについての理由

でございますが、都市計画審議会は原則公開とな

っておりますが、案件によりましては非公開とす

る場合もありますことから、そのような際に知り

得た秘密情報等が外部に漏えいすることを防止す

るためでございます。

お尋ねの２点目、今まで不都合な事由があった

のかについてでございますが、あくまでも今後審

議会に諮られる案件によっては、個人情報等本来

外部に漏れた場合に不利益等をこうむる情報を扱

う場合があることを想定し追加したものでござい

ますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） 大体わかりました。そうなれ

ば、当然ある種の罰則規定といいますか、何らか

のペナルティーというのが生じてくるかと思うの

ですが、この文言からいきますと、臨時委員及び

専門委員、今現職でやっている委員の方々は、ま

あまあそういうものが発生したとしてもいいので

すが、その職を退いた後も同様とするとあるので

すが、それはどのような措置になっていくのでし

ょうか。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 具体的に案件が生じた場

合に審議会で決定をするということでご理解をい

ただきたいと思います。今想定は、我々の段階で

はできておりません。

〇議長（山本留義） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ２点ほどお願いします。

今回のこの一部改正で、臨時委員とか専門委員

を設けるということでありますが、これをわざわ

ざ設けなくてはいけないという事案というのはど

ういうものがあるのかというのをお聞きしたいと

思います。

それと、わざわざそういう臨時委員とか専門委

員を設けなくてはいけないということは、そうい

う事案は今のむつ市の職員では対応ができない事

案であるというふうに考えていいのかどうか、そ

このところをまずお聞きしたい。

２点目ですが、この臨時委員と専門委員は特別

職というふうな扱いになるのですが、それはどう

いうものかと。勤務形態とか報酬はどういうふう

になるのかというのをお聞きしたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 横垣議員のお尋ねの臨時

委員、それから専門委員を設ける事案とはどうい

うものか、その事案は市の職員では対応できない

のかということについてでございますが、最近の

審議案件は、都市計画提案制度によるものなど、

都市計画の調査審議内容は複雑化してきておりま

すことから、審議する案件により密接に関係する

ものなどを加えた審議をする場合に委嘱する臨時

委員と、専門的な知識により調査を必要とする案

件が出てきた場合に委嘱する専門委員、これらの

委員を市長が委嘱するものでございます。

また、その事案は市の職員で対応できないのか

とのことでございますが、あくまでも職員が対応

できない事案について各委員を委嘱するものでご

ざいます。

お尋ねの２点目、特別職とはどういうものか、

勤務形態と報酬はどうなるのかについてでござい

ますが、特別職とは地方公務員法第３条第３項第

２号の規定により、法令または条例、地方公共団

体等の規定により設けられた委員及び委員会の構

成員の職で臨時または非常勤の者となっておりま

す。勤務形態につきましては、都市計画に関する

審議会に諮る案件があった場合にのみ招集されま
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す。また、報酬に関しましては、むつ市特別職の

職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例第２条に定められておりますので、ご理解賜

りたいと思います。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 今回の改正は、今までこうい

う形のものがあったのかどうか、ちょっと私はわ

かりませんが、今までは市の行政ではこういう臨

時委員とか専門委員をわざわざ設けなくても、今

までいろんな事案に対応してきたかというふうに

思うのですが、そういう意味ではやはりちょっと

疑問があるなというふうに思います。そこのとこ

ろの対比として、では今まではこういう事案があ

って対応できてこなかったのか、いや、当然対応

できてきたから今現在があるのだと思うのです

が、ですからそこのところの今なぜ設けるのかと

いうのがまだちょっと納得がいかないということ

と、それとやっぱりこういう臨時委員とか専門委

員を設けなくてはいけない事案が発生したとき

に、こういう人材がすぐ見つかるのかどうかとい

うのもちょっと疑問があるのです。そこのところ

は、きちんと市のほうとしては感触をつかんでい

るのか。大体もうこういう人材がむつ市内にはい

る、だからこういう改正をして、何かあった場合

は、こういう人に頼めるというふうな、そういう

人選が今現在あるのかどうかというのもちょっと

お聞きしたいなというふうに思います。

それと、あと報酬のほう、具体的にどのくらい

になるのかというのもちょっとお知らせいただけ

ればと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 横垣議員の今なぜ改正が

必要なのかの問いにお答えいたします。

ただいまの都市計画審議会の委員の任期は、平

成25年１月４日となっておりまして、それに合わ

せて条文の見直しをしましたところ、各市との比

較からいきますと、臨時委員、専門委員を設けて

いないのはむつ市だけであることがわかりまし

て、これを加えることといたしました。

なぜということに関しましては、これを適用し

たことがあるのかどうかということに関しまして

は、調査したところ、各市では今のところはない

と。ですが、条文上整理して臨時委員及び専門委

員を加えることにしておくことで、その速やかな

審議に入ることができるということで、ただいま

の改正とさせていただきたいという趣旨でござい

ます。

その人選に関しましては、すぐ見つかるのかと

いうことなのですが、臨時委員に関しましては、

利害関係者の中から選ぶようなことが想定されま

すので、当然当事者がおられると。その当事者の

中から選ぶということになります。専門委員に関

しましては、大学の先生等、これまで当都市計画

の制定に当たりましても、多少アドバイス等をい

ただいている先生等ございますので、そういう先

生等も含めた大学の先生等が想定されるものと考

えております。

報酬につきましては、臨時委員、それから専門

委員につきましても、１日6,500円となっており

ます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。11番菊池広志議員。

〇11番（菊池広志） 若干今の答弁の中で再度お聞

きしたいことがございますので、質疑させていた

だきたいと思います。

むつ市の都市計画審議会というようなことでご

ざいます。大変大きい事業等がかかわってくる中

で審議会が開催されるものと考えておりますが、

この審議委員を、臨時の委員をふやすような状況

というようなことと、それから専門委員を置くと
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いうようなことでもって、先ほどの部長の答弁で

は、速やかに審議に入れるというようなことをお

っしゃったわけでございますけれども、私は若干

そこのところは理由にならないような気がしてな

りません。やはり審議委員というのはそういう立

場にある方々が選抜された中で審議委員としてな

るわけでございまして、それが専門職の方とか臨

時の方が入ったから速やかに審議ができるという

ようなことは、それは全く理由にならないのでは

ないかというようなことを思っております。であ

れば、その点についてもう一度臨時委員、それか

ら専門委員というふうなことでもって、その方々

が加われば、なぜ審議がスムーズにいって、今ま

でのやり方だと審議がうまくいかないのかという

ようなことをお尋ねしたいと思います。

それから、この臨時委員、それから専門委員と

いうのはわかるのですけれども、やはりその中で

なかなか決定できない、大きな事業が入り込むこ

とで決定できない部分があります。その際に、臨

時委員の方々も多数決によるというようなことも

あり得るわけでございます。その方々の立場とし

ては、臨時委員、また専門委員の方々は、その多

数決の中に入ってくるのか。また、多数決は審議

会では求めないのか。その点をちょっとはっきり

お聞かせいただきたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまの菊池広志議員

のお尋ねにお答えいたします。

審議委員に臨時委員及び専門委員を加えること

で速やかになるというふうには考えられないので

はないかというお尋ねですが、臨時委員に関しま

しては、利害関係のある方の直接の意見が聞ける

というようなことがまず１つございます。専門委

員に関しましては、先ほど申しましたとおり、大

学の先生等を想定しておりますので、専門的な知

見を述べていただくことができると。それと、審

議の議決権にかかわることだと思いますが、議決

権に関しましては、臨時委員に関しましては議決

権を有することになります。専門委員に関しまし

ては、あくまでも調査、報告の範囲にとどめてい

ただくというようなことで考えております。

〇議長（山本留義） 11番。

〇11番（菊池広志） ですから、我々は審議会その

ものは、やはり一般的に言われると、市長の諮問

が来て審議をされると。我々は、それはそれとし

て非常に必要な審議会だなというふうに考えてお

りますが、この若干名の臨時委員を置くというこ

とになれば、若干名とは何名かわからないわけで

すよね。であれば、こういう部分に関して住民の

方々はこう思っているよというふうなことを述べ

るが、ただ決着がつくときには、臨時委員の方々

、 、も議決権を持つとなると やはりそこの部分には

あり得ない話ですが、操作ということもあるので

はないでしょうか。そういう部分を考えながら、

この条文を整理していくのであれば私どもわかる

のですけれども、ただその利害関係のある方が若

干名というようなことになると、なかなか理解し

づらいものがあるというように思うわけでござい

ます。

このことについて、利害関係といいましても、

この都市計画審議会にかかわることであります。

大変むつ市の中でも大きな事案にかかわることで

ありますので、やはりそこの部分はもっと慎重で

あるべきではないかと。そして、臨時委員も専門

委員も、やはり我々が納得できるような説明をい

ただかないと、なかなかそこの部分では変な横や

りな考え方というようなこともあります。その点

についても、十分注意しながら考えていかなけれ

ばならない部分ではないかと思うのですが、その

点について、市長はどのようなご見解をお持ちで

しょうか。

〇議長（山本留義） 建設部長。
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〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまのご指摘に関し

ましては、慎重に対応してまいりたいと考えてお

りますし、専門委員、臨時委員に関しましても、

審議会の中で必要と認めるときのみその指定をす

ることになりますので、十分に注意して、今後そ

ういう採用に当たりましても、バックデータ等は

当然事務局等で集めることになろうかと思います

ので、審議会にそういう慎重な審議をお願いする

というようなことで取り組んでまいりたいと思い

ますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで菊池広志議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第46号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第46号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 議案第47号

むつ市介護老人保健施設条例の一部を改正する条

例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第47号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第47号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 議案第48号

むつ市脇野沢高齢者福祉施設条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第48号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第48号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 議案第49号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団川内消防団第12分団及び

大畑消防団第９分団配備の小型動力ポンプ付積載

車を老朽化に伴い更新するためのものでありま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第49号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第49号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議案第50号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、小形ロータリー除雪車を配備するため

のものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。８番佐賀英生議員。
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〇８番（佐賀英生） 小形ロータリー除雪車の購入

についてなのですが、３回にわたる入札の中でな

かなか厳しい状況で３回目で決まったということ

なのですが、いろいろ車の仕様ですとか金額の部

分とかあろうかと思うのですが、この入札状況に

至った経緯を教えていただきたいのですけれど

も。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 入札に至った経緯という

ことでございますけれども、今回の小形ロータリ

ー除雪車、これは今冬の豪雪等にかなり威力を発

揮したということで、その増を図りたいというふ

うな趣旨で導入を決めたものでございます。今回

の入札は、１社ということになったわけでござい

ますけれども、入札に当たりましては、建設用特

殊車両販売と、こういう区分で、応札を希望して

おります市内に本店または営業所等を有する12社

を指名させていただいたところでございます。指

名の結果、入札開始前に辞退ということで意思表

示をされた会社が６社ございました。それから、

入札を棄権したものが２社。棄権というものは、

辞退という意思表示もなければ、当日入札にも参

加されなかった業者ということで、何ら意思表示

をされなかったという業者さんですけれども、こ

の業者さんが２社でございまして、残りの４社が

応札しましたものの、価格を提示いたしまして、

入札したものが１社ということで、残りの３社は

応札の段階で辞退の意思表示をしたというところ

でございます。

以上です。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） わかりました。多分この仕様

の車がなかなか扱うところが少ないですとか、金

額が合わないという部分なのでしょうけれども、

どうでしょう、部長、これ若干その仕様を上げて

みたり、下げてみたりして、その車種を広げると

いうような考え方はなかったのかどうかをお聞き

したいのですけれども。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 今回の小形ロータリー除

雪車につきましては、昨年度も同様の小形ロータ

リー除雪車を入札で導入したところでございま

す。その際は、同じ12社の指名に対しまして、６

社が価格を提示しての応札でございました。

今回の仕様書はどうだったのかということでご

ざいますけれども、昨年度導入しました機種と比

較しても、除雪の幅が昨年度は1.3メートル級、

、今回が1.5メートル級ということになっただけで

その他の仕様、さらに納期等の期間も同様の設定

、 。でございまして 入札の案内を行ってございます

入札に参加する諸条件は、昨年と別段変わったと

ころはないというふうに認識してございます。

以上です。

〇議長（山本留義） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第50号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第50号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第５１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 議案第51号

新たに生じた土地の確認についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「
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〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第51号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第51号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議案第52号

新たに生じた土地の字名についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第52号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第52号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議案第53号

青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更につい

てを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第53号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第53号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第５４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第54号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、12月31日をもって任期満了となる人権

擁護委員に磯山隆幸氏を推薦することについて、

議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第54号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第54号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第54号は原案のとおり可決されました。

◇議案第５５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第13 議案第55号

平成24年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、８番佐賀

英生議員。

〇８番（佐賀英生） 第６款の農林水産業費のほう

の部分なのですけれども、アワビの種苗放流事業

が、名称が変わりまして、同様の被災地種苗放流
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支援事業補助金という形になっているわけです

が、多分今の震災の件でそういう名目に変わった

と思うのですが、この事業は大体何年ぐらい続け

ていかれるものかということと、例えばこの事業

が終われば、前のアワビの種苗放流事業という形

に戻るのかということについてをお伺いしたいと

思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） ただいまの佐賀議員のお

尋ねにお答えいたします。

まず、本事業が変わった理由でございますけれ

ども、平成23年３月11日の東日本大震災により被

害を受けた海域の水産資源の早急な回復と漁業者

収入の向上を図るため、被災海域における種苗放

流事業を市町村を通じて漁業協同組合が実施する

経費について、国から県を通じて助成する制度が

ありますので、その制度を利用するため予算を組

み替えして実施するものでございます。

この事業につきましては、昨年度も事業を実施

しておりますが、今年度も今組み替えして実施し

たいというふうなことでございます。

また、次にいつまでの事業かというふうなこと

でございますけれども、来年度以降につきまして

は、現在国と県が協議中でありまして、明確にお

答えできないとのことでありますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） まだ今国と県が協議中という

ことで、いつまでの事業かということはわからな

いということなのですが、例えばこれがそういう

被災地にかかわる部分の漁業の方々に少しでも事

業で積み増しできればということなのですが、こ

れが事業がある程度軌道に乗るといいますか、物

がなってきて、その採捕できる、また種苗が大き

くなってきて水揚げが上増しできるとなったら、

さっきの答弁からいけば協議していないというこ

となのですが、これがまた延長といいますか、名

称を変えてもやるという可能性もなきにしもあら

ずなのでしょうか。そこら辺もちょっとお願いし

たいのですが。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） ただいまのお尋ねにお答

えいたします。

実は、この事業というものにつきましては、関

根浜漁業協同組合と大畑町漁業協同組合がずっと

通年で実施してきている事業でありまして、この

放流で実施した貝の水揚げの状況が非常に多い割

合を示してきてございます。したがいまして、今

後とも両漁協がこういうふうな事業を活用したい

というふうな意向はあるかと思いますけれども、

対応できない部分があるものであれば、両漁協の

要望によりまして、さらなる振興のために継続す

ることになろうかと思いますので、その辺でご理

解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

次に、13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 議案第55号 平成24年度むつ

市一般会計補正予算について質疑いたします。

８ページの第４款衛生費、第１項のところで、

予防費1,250万円、ポリオ予防接種事業費とあり

ますが、これは厚生労働省では平成24年９月１日

より生ワクチンから不活化ワクチンにかわってお

ります。むつ市も生ワクチンは２回の接種で完了

でしたが、不活化ワクチンは４回接種が必要でご

ざいます。ただ、生ワクチンの場合、これまで時

として副作用があり、麻痺を残す子供さんもあり

ましたが、これからの不活化ワクチンにおきまし

ては副作用はないということで、今こちらに全面

的にかわりましたが、今回の予算はそれに伴うも

のの補正でしょうか、お聞きいたします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。
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〇保健福祉部長（松尾秀一） 濵田議員のお尋ねに

お答えします。

濵田議員ご指摘のとおり、平成24年９月１日か

ら予防接種施行規則等が改正になったことを受け

まして、まれに副反応による症状が発症する生ワ

クチンの接種にかわりまして、ポリオウイルスを

殺し、免疫をつくるのに必要な成分を取り出した

不活化ワクチンの接種に変更になりましたことか

ら、むつ市においても９月から不活化ワクチンの

接種を開始するというものでございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） けさちょっと市の広報、ホー

ムページを見てまいりましたら、まだ更新されて

おりません。不活化ワクチンが報道等により知ら

れておりますが、生ワクチンの接種を控えること

のないようにというような文言がまだ載っており

ました。やはりインターネットの時代ですので、

速やかな広報活動をお願いしたいと思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 本補正議案が御議決

賜りましたら、速やかに対処してまいりたいと考

えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ３点ほどお願いします。

まず、本庁舎屋根等改修事業というのがあるの

ですが、これはどういうものなのか。庁舎の屋根

が壊れたということか、それとも庁舎の改修が屋

根まで及ぶというような中身なのかどうかという

のをお聞きしたいと思います。

、 、２点目ですが 先ほど同僚議員も聞きましたが

ポリオ予防接種事業のことでありますが、先ほど

の説明で大体わかりましたが、これは接種費用と

いうのは無料という形で実施されているのかどう

か、そこのところをちょっと確認させていただき

たいと思います。

それと、このポリオ予防の生ワクチンから不活

化ワクチンということで、今までとの違いという

のもちょっと教えていただければなというふうに

思います。

３点目ですが、ワカサギ増殖試験事業というの

があるのですが、この内容をちょっとお聞きした

いなと。これは、どこの場所でやるのか、例えば

田名部川でやるのか、早掛沼でやるのか、そうい

うところをお聞きしたい。

それと、地域振興になるというふうな説明、提

案理由には書いてあるのですが、この地域振興と

なると判断した根拠というのはどういうものなの

かというのをお聞きしたい。

そして、これがそれなりに流れに乗れば、当然

流通、販売というのは出てくるのですが、そうい

うむつ市として流通、販売、これをどの程度まで

考えているのか、ここのところをちょっとお聞き

したいなと。

以上です。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 横垣議員のお尋ねにお答

えいたします。

本庁舎屋根等改修事業でございますけれども、

今冬の豪雪により屋根及び屋上部分に被害があり

ましたので、原状復旧に要する経費を計上したも

のでありまして、被害の全容について、雪解けを

待ってからの確認と破損箇所の調査及び被害額の

算定等に時間を要しましたことから、今回の補正

での対応となったところでございます。

被害の状況についてでございますけれども、豪

雪と気温の低い状態が長く続きましたことで、瓦

屋根に雪や氷の塊が長期間堆積したということ

で、瓦の亀裂や破損、それから瓦の落下等の被害
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がございまして、これらの修復が必要な箇所が６

カ所ございます。また、氷や瓦の落下によって屋

上の防水シートですけれども、これが破れてしま

ったという破損の箇所が４カ所ございます。それ

から、非常用発電機へ接続している配線ケーブル

のラックが、氷の塊が落下したことで破損したと

いうことで１カ所などとなってございます。

なお、改修費用につきましては、全額建物災害

共済の対象となる見込みでございまして、歳入の

諸収入に同額の災害共済金を計上してございま

す。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 横垣議員のポリオ予

防接種事業につきましてお答えいたします。

まず、接種費用につきましては、予防接種法に

基づく定期の予防接種となりますので、従来どお

り無料となります。また、従来の生ワクチンと不

活化ワクチンの違いでありますが、生ワクチンは

経口接種で、口から飲むことにより接種しており

ますが、不活化ワクチンにつきましては、皮下接

種となり、注射での接種となります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） ワカサギ増殖試験事業の

内容についてお答えいたします。

田名部漁業協同組合では、これまで独自に新田

名部川河口で捕獲したワカサギの親魚を田名部川

上流に運搬、放流し、水路や河川の砂利等に自然

産卵させる方法によりワカサギの増殖試験事業に

取り組んでおります。しかしながら、ふ化の効率

が悪いため、有効な増殖方法として、神奈川県芦

ノ湖で実績を上げている付着性卵ふ化装置を導入

し、ワカサギの増殖試験に取り組むものでありま

す。

今回の試験事業の実施については、ワカサギの

親魚から卵をとる場所及びふ化をさせる施設を田

名部漁業協同組合の荷捌施設の一角を利用し実施

、 、する計画であり 最終的なふ化放流場所としては

田名部川上流を考えております。

また、地域振興となると判断した根拠について

でありますが、ワカサギは田名部漁業協同組合の

漁業権魚種となっており、重要な魚であります。

増殖試験を成功させることにより、内水面漁業の

振興が図られるためでございます。

次に、ワカサギの流通販売についてであります

が、田名部川河口では毎年３月下旬ごろに、約５

トン程度が捕獲され、その一部が地元市場に出荷

された後、スーパーで販売されております。今回

の事業は、試験事業段階であり、増殖試験が成功

することにより、今後ワカサギの漁獲数量の増加

や地元市場への出荷量が増加していくものと考え

ておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 屋根の問題でありますが、先

ほどの説明ですと、雪がしみ込んで、それで氷に

なったり解けたり、そういうことでひびが入った

ということですが、これは今までと同じようなま

た瓦屋根で改修するのかどうか、そこのところを

お聞きしたいと思います。

また、今私が心配するのが、同じ構造だと、ま

た同じような被害があるかなというふうに思いま

、 。すので そこのところをお聞きしたいと思います

それと、ワカサギのほうですが、流通販売の件

ですが、数量がふえれば、それなりに地元だとか

流れるという答弁だけだったのですが、地元だけ

でなくて外のほう、当然ふえれば外のほうも市と

してそれなりに手当てというか、いろんな情報を

提供してやったほうがいいかなと思いますので、

ふえた場合に、そこの手がかりというか、むつ市

としてやっぱりもっとこういう場面にも流通させ

ることができるというふうなものが何かあるのか
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どうか、そこのところをちょっとお聞きしたいな

というふうに思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 屋根の改修の件について

のお尋ねでございますが、瓦が壊れたということ

で、これからもそういうことがあるのかというこ

とでございますけれども、瓦の性質上、今回の厳

しい冬のようなことがありますと、また繰り返す

ということは十分あり得ることだろうと思いま

す。今瓦の在庫がありますので、毎冬若干壊れま

すが、それら在庫をもって改修に当たってきたと

ころであります。ただ、議員ご懸念のように、そ

の在庫で持っている瓦がなくなれば、やはりその

改修の費用というのはかかってくるだろうと思い

ますし、長期的な視点で見ますと、屋根を瓦から

亜鉛ぶきとか鋼板ぶき等にかえる検討も必要にな

ろうかなと、そういうふうに考えてございます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） ただいまの横垣議員のご

質問にお答えいたします。

この試験増殖事業が成功して増加した場合の供

給の体制のことになろうかと思うのですけれど

も、今現在は地元市場へ出荷されてスーパーへと

いうふうな流通経路になってございますけれど

も、当然漁獲量がふえまして、漁協で取り扱うよ

うな場面まで想定すれば、大量に出荷された場合

には消費する場面もそれなりに研究して出荷され

ていくことになろうかと思います。その場面で市

でお手伝いできる部分があれば、ＰＲ等には十分

協力してまいりたいと考えておりますので、ご理

解賜りたいと思います。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第55号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第55号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第55号は原案のとおり可決されました。

◇議案第５６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第14 議案第56号

平成24年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第56号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第56号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第５７号～議案第６５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第15 議案第57号

平成23年度むつ市一般会計歳入歳出決算から日程

第23 議案第65号 平成23年度むつ市水道事業会

計決算までの９件を一括議題といたします。
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質疑に入る前に、平成23年度むつ市各会計決算

に対する監査委員の意見を求めます。代表監査委

員。

（小川照久代表監査委員登壇）

〇代表監査委員（小川照久） 平成23年度むつ市一

般会計等歳入歳出決算及び基金の運用状況につい

て、審査の結果を報告いたします。

今回審査に付されましたむつ市一般会計、むつ

市国民健康保険特別会計、むつ市後期高齢者医療

特別会計、むつ市下水道事業特別会計、むつ市公

共用地取得事業特別会計、むつ市介護保険特別会

計及びむつ市魚市場事業特別会計に係る歳入歳出

決算書、附属書類並びに基金の運用状況を示す書

類の計数は、いずれも関係証拠書類と符合してお

り、正確でありました。

また、予算の執行は法令に準拠して、適正かつ

効率的に執行されており、財産の管理等について

も適正であると認めました。

平成23年度のむつ市一般会計歳入歳出決算は、

実質収支で約１億1,000万円の黒字を生じた決算

となりました。当年度は、東日本大震災の影響に

よる先行き不透明な状態からスタートし、加えて

記録的な豪雪による除排雪経費に異常な費用負担

が生じ、自然の猛威に恐れをなした１年でありま

した。

このような状況下にありながらも、持続可能な

財政運営を堅持できたことは、内部経費の節減は

もとより、可能な財源の確保に全庁職員が一丸と

なって取り組んだ成果であったと受けとめており

ます。

特別会計については、６特別会計のうち国民健

康保険特別会計決算において、実質収支で約４億

8,700万円の赤字を生じた深刻な決算となってお

ります。国民健康保険税の収入率は、合併後初め

て70％を超えたものの、加入世帯数の減少や課税

の基礎となる所得の減少などにより、引き続き厳

しい財政運営が想定されることから、抜本的な制

度改正が望まれるものと捉えております。

次に、平成23年度むつ市水道事業会計決算につ

いて、審査の結果を報告いたします。審査に付さ

れましたむつ市水道事業会計決算書を初め財務諸

表、その他の附属書類は、いずれも関係する証拠

書類と符合しており、正確でありました。

また、予算の執行は地方公営企業法ほか関係法

、 、令に準拠して 適正かつ効率的に執行されており

経営成績及び財務状態についても適正であると認

めました。

今後におきましては、むつ市水道ビジョンの主

要施策として着手した西通り地区における水道施

設の整備に向けた継続事業が健全な経営のもとで

確実に遂行されることを望みます。

審査の詳細につきましては、お手元に配布の平

成23年度むつ市一般会計、特別会計歳入歳出決算

及び基金運用状況審査意見書、むつ市健全化判断

比率審査意見書、むつ市水道事業会計決算審査意

見書、資金不足比率審査意見書のとおりでありま

すので、ご審議の参考にしていただきたくお願い

、 。を申し上げまして 決算審査の報告といたします

〇議長（山本留義） これで監査委員の意見を終わ

ります。

これより質疑に入りますが、先ほど一括議題と

いたしました９議案については、それぞれ区分し

て質疑を行いますので、ご了承願います。

まず、議案第57号 平成23年度むつ市一般会計

歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） それでは、議案第57号 平成

23年度むつ市一般会計歳入歳出決算について、質

疑をさせていただきます。

私たちに与えられた資料をもとに質疑をしてい

きたいと思いますが、まず最初に、実質収支で黒
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字を確保したわけでありますが、この黒字を確保

するために一部予算の執行を凍結した事業等があ

るとは思うのですが、それらは何でありましょう

か。また、その凍結した事業につきましては、今

後どのように行われるのかお聞きをしたいと思い

ます。

また、単年度収支で約３億1,000万円の赤字と

いうことになりましたが、要因につきましてはる

る説明をされていましたが、率直にこのことにつ

いて、市長はどのように考えておりますでしょう

か。そのあたりをお聞きしたいと思います。

また、今後の財政運営につきまして、単年度収

支、実質収支、それぞれあるとは思うのですが、

それらについてどう考えるかといいますか、どち

らをどのように重視するといいますか、その辺の

考え方をお聞きしたいなというふうに思います。

ちょっと細かくなりますが、平成23年度におき

ますむつ市の基準財政需要額、また基準財政収入

額はそれぞれ幾らになっているのかお聞きをした

いと思います。

次に、若干細かくなりますけれども、一時借入

金利子が約4,500万円ございますが、平成23年度

中の一時借入金の総額はどれくらいになっていた

のか。また、その借り入れるに当たりまして、ど

のような場合、あるいは何のためのどのような所

管が借り入れをしたのかお聞きをしたいと思いま

す。

また、この一時借入金につきましては、貸付金

なんかと違いまして、予算書、決算書には反映さ

れないのでありますが、前から大分疑問に思って

、 、いたのですが 予算書に反映されないというのは

財政何とかの決まり事か何かだと思いますが、そ

の辺についてお答えできればお願いをしたいと思

います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 中村議員の、単年度収支に

おいて約３億円余の赤字というふうなことについ

てお答えをいたします。

具体的に、この計算方法等は、中村議員既にご

承知だと思いますけれども、平成23年度決算、こ

の決算におきまして、単年度収支が赤字という主

な要因というふうなことでは、さまざまな部分で

の費目での増減というふうなものがあるわけでご

ざいますけれども、やはり除排雪経費というふう

なことが前年度に、前の年度に比べまして約10億

円以上というふうな形で、非常に大きな増加とい

うことがあったわけでございまして、特別交付税

の増加とか財政調整基金、この全額の取り崩しと

いうことなどでも単年度黒字を確保できなかった

というふうなことは、自主財源に乏しい当市の財

政基盤の脆弱さというふうなことを改めて認識を

させられたものでありますので、今後やはりさま

ざまな場面に備えての財政調整基金等の積み立

て、こういうふうなものをしておかなければいけ

ないものというふうなところでございます。毎年

度剰余金、これを生み出して、不測の事態にも備

えていかなければいけない。それこそが私が常々

お話をさせていただいている「持続可能な財政運

営 、これに帰着するものというふうなことであ」

りますので、実質収支１億円余の黒字というもの

の、気を引き締めてこれからもまた取り組んでい

く必要があろうと、このように認識を改めてさせ

られた平成23年度の決算であると、こういうふう

に思います。

その余につきましては、担当からお答えいたし

ます。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） それでは、お尋ねの１点

目、実質収支で黒字を確保するために一部予算の

執行を凍結した事業は何かということでございま

す。

執行を凍結した事業は、全部で19事業でありま
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して、主なものを述べますと、まず農地地図情報

管理システム構築事業、公用車購入事業、これは

公用車１台分です。それから、雨水対策調査検討

委託事業、本庁舎無線ＬＡＮ構築事業、庁舎外構

環境整備計画策定業務委託事業、それから入札が

既に終わっておりました一般廃棄物収集業務委託

料の執行残等が主なものでございます。

なお、これらの事業につきましては、担当部署

との協議を行い、すぐに市民サービスや地域の経

済活動に影響を及ぼさないものというふうな目線

でもって事業を選択し、執行を凍結したというと

ころでございまして、平成24年度の、今年度の予

算編成におきましては、これら執行を見送りまし

た事業を最優先に採択することといたしまして、

担当部署との予算ヒアリングを通じ調整いたして

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

、 、それから 今後の財政運営において単年度収支

実質収支、それぞれについてどのように考えるの

か、またどちらを重要視するのかという点につい

てでございますけれども、まず基本的な考え方を

申し上げますと、財政運営上いずれの収支とも黒

字を継続していくということが理想であろうとい

うふうに考えてございます。つまり単年度収支が

黒字であるということは、新たな剰余金が生じた

ことになりますし、財政調整基金への積み増しも

可能でありますし、結果として実質収支の黒字も

維持することができるということになるわけでご

ざいます。しかしながら、このような状態が続き

過ぎますと、黒字がたまる一方となりまして、租

税を調整する自治体としては税を引き下げるか、

それに見合う行政サービスを提供することで黒字

を取り崩し、単年度収支を赤字にして行政水準を

引き上げることも考慮しなければならないと考え

るところでございます。したがいまして、一般的

に自治体の財政状況は実質収支、いわゆる累積収

支が黒字であるか赤字であるかで判断されますこ

とから、どちらを重要視するかということのお尋

ねにつきましては、やはり実質収支を優先して考

えざるを得ないものというふうなことで認識して

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

それから、基準財政需要額、基準財政収入額は

幾らであるかというふうなお尋ねでございまし

た。基準財政需要額でございますけれども、これ

は合併特例措置を含めた額で申し上げますと、

150億301万9,000円、基準財政収入額は50億

5,904万6,000円となっております。

以上です。

〇議長（山本留義） 会計管理者。

〇会計管理者総務政策部理事出納室長（大橋 誠）

一時借入金についてのお尋ねにお答えいたしま

す。

一時借入金は、予算執行過程で支払資金が不足

した場合に資金繰りのために借り入れするもので

ございます。平成23年度の借入額は５億円、10億

円単位で借り入れしておりますが、５億円が10件

、 、 、で 借り入れ延べ日数が931日 10億円が５件で

借り入れ延べ日数が373日となっております。所

管は出納室でございます。

次に、一時借入金は予算書、決算書に反映され

ないのかというお尋ねでございますが、一時借入

金はあくまでも歳入と歳出の時期的なずれの調整

のために認められているものでありまして、借り

入れ年度内に当該年度の歳入をもって償還しなけ

ればならないということから、借入額及び償還額

は歳入歳出予算に計上されることはございませ

ん。したがいまして、決算書にも記載されること

はございません。ただし、借り入れの最高額につ

きましては予算で定めなければならないこととさ

れております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 何点かお聞きしたいと思いま
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す。そうしますと、むつ市においてどうなのでし

ょう、本来交付されるべき地方交付税の額という

のは、先ほどお聞きした数値でいくと約100億円

というふうな理解でよろしいのでしょうか。そこ

ら辺をまずお聞きしたいと思います。

それでいきますと、現在平成23年度の地方交付

、 、税122億円だったのですが 普通交付税が99億円

特別交付税が22億円、震災復興特別交付税が１億

円というふうな形でありますと、どうなのでしょ

う、これ、合併算定がえ適用額分はきちんと含ま

れた形での交付税額と考えていいのでしょうか。

大してお互いのところに差がないように感じるの

でありますが、その辺のご説明をお願いしたいと

思います。

先ほど市長の答弁の中で、これ何回も出てくる

フレーズでありますが、持続可能な財政運営とい

うことでお話が出てきておりますが、それでいき

ますと、経常収支比率、こちらのほうは依然と高

い状態でございまして、これをどうしていくのか

というのが非常に重要な問題となっていくかと思

います。今回私たちに示された資料でいきますと

98％、また括弧書きのほうでは104.8％というふ

。 、うな掲げ方をしております この括弧書きの部分

示してくれて大変ありがたいなというふうに感じ

ております。なかなかそこまできちんと資料が出

てこない部分があると思うのですが、こういうふ

うに出てきているというのは、情報の公開として

はすごくいいなというふうに思っております。

この経常収支比率でいきますと、本当に厳しい

ことが予想されると。また、いみじくも今回の提

案理由の中で、平成27年度から地方交付税の段階

的な減少を迎えるということが述べられておりま

。 、す あと３年くらいということなのでありますが

それを考えたときに、やはり将来を見据えた財政

計画というのが必要だと、こう何回かお話をさせ

てもらっておりますが、昨年の答弁ですと、平成

24年度当初予算のあたりまでには出したいなとい

うふうな観測でお話をされておりましたが、出し

たいという希望的な観測だったので、出ていない

からどうだというふうな言い方をするつもりはあ

りませんが、やはりこういうふうな現在のむつ市

の財政の状況を考えた場合に必要だというふうな

ことは再度申し添えておきたいと思いますし、そ

のためにもやはり将来的にかかるコスト、それら

を今からきちんと調べていく、その部分を市民の

皆様にきちんとお知らせする、こういうふうな態

度が必要だというふうに思います。

そこで、まず経常収支比率の改善と今後迎える

であろう一般財源等の減少について、現時点、あ

るいは将来的にこうしようという部分が現在我々

に示されるのであれば、その部分についてお答え

を願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） お答えいたします。

まず、基準財政需要額、それから基準財政収入

額、それで交付税はということで、その差が交付

税となって交付されているものであるということ

は議員お話しのとおりでございます。そこには、

合併特例措置が入っているのかということですけ

れども、入ってございます。約17億8,000万円く

らいだったと思いますけれども、約18億円弱です

けれども、合併特例措置は大体そのぐらいの差で

ございます。ですので、議員お話しのとおり、将

来的に合併特例措置がなくなるというときが来ま

すので、そのときには段階的に交付税が18億円、

約５年くらいですか、平成27年から５年間にわた

って段階的に下がっていくということになろうか

と思います。その中で、経常収支比率が高いとい

うことで、しっかりとその財政運営を進めていく

ためには、その経常収支比率を改善させて持続可

能な財政運営をつくっていくべきであろうという

ふうな議員のご指摘はごもっともなところでござ
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います。

どういうふうにそれを具体的に行っていくかと

いうことでございますけれども、議員ご承知のと

おり、市税の状況につきましては平成19年度に国

からの税源移譲がありまして、５億円ぐらい伸び

た経緯がございますけれども、以降ずっと右肩下

がりでございました。残念ながら平成23年度も若

干下がったというふうなことでございまして、な

かなか欲しい財源を確保するというのが厳しい状

況になってございます。その中でもいわゆる徴収

率の向上といいますか、日々の税務行政の中で賦

課した税は確実に公平公正を旨として確実に徴収

していくということで、まずその税の確保という

ことを考えてございます。

また、いわゆる適正な受益者負担ということも

一方で考えなければならないところでありましょ

うし、最近始めたところでは、収集するごみの袋

の中に広告を入れて、金額的には幾らでもありま

せんけれども、そういうもので少しでも財源を稼

ぐというふうな努力もしているところでございま

す。

また、その他もろもろ検討すべきことはあるの

ですけれども、なかなかむつ市の状況だけではな

くて国の状況、それから県の状況等もありますの

で、一朝一夕というわけにはまいらないところな

のですけれども、それでも地道に節減に努めて、

総体的な財源の確保というものを図ってまいりた

いというふうに考えてございます。

以上です。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 今の説明でいきますと、単純

に考えて平成27年から５年後 平成32年 平成33年、 、

のあたりまでの５年ないし６年の間に一般財源で

あります地方交付税のほうがトータルでいくと

45億円以上なくなるというふうな計算になろうか

と思うのですが、そうなると相当厳しい状況に陥

る。残念ながら平成23年度、平成22年度で収支が

黒字になった、むつ市は財政的に大分楽になった

のだなというふうな感じを市民の皆さんは感じて

おられる。しかしながら、状況を考えるとなかな

かそうでもない。やはりそういうふうなことは、

きちんとした形で知らせていくべきことなのだろ

うと思いますし、それに向けて将来的にこういう

コストがかかるのです。そうなったときに、では

どういう事業ができて、どういう事業ができない

かというふうなところが多分出てくると思いま

す。そこら辺の判断は、恐らく思うところ、今後

進めていく市民協働の中でも話し合われていっ

て、どういうふうに判断するかというふうな場面

も出てくるかと思いますが、やはりこの始まるま

での３年の間で、そこはきちんとしたものをつく

っていかなければいけないというふうに考えます

が、最後市長、その点につきましてお話をお願い

したいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 中村議員のご指摘のとおり

でありまして、赤字は解消したというものの、ま

だ先ほどお話ありました経常収支比率、そういう

ふうなもの、さらに将来負担比率まだまだ、将来

負担比率は220くらい、そういうふうなことで、

。 、かなり改善はされてきております しかしながら

実質公債費比率だとか、そういうふうなものがさ

まざまな指標の中を考えていきますと、非常に財

政の硬直化はまだ続いていると。あの雪で、もう

この状態でございます。またことしの、これから

の雪の状況、また災害の状況、そういうふうなも

のを考えますと、非常にまだまだ綱渡りの状況で

あると。これは、否定は全くできないものと、こ

のように思いますので、さらに体力づくり、これ

をしていかなければ、やはり家計でも同じだと思

いますけれども、体力をつけていかなければいけ

ない。これがやはり大事なものと、このように思
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います。

今後これまでの３診療所の債務解消の部分、そ

れからむつ総合病院の債務負担行為の部分、それ

から広域で取り組んでおります下北地域広域行政

事務組合のこの部分への負担金、そういうふうな

ものも、他の自治体では考えられないようなそう

いうふうなところもあるわけでございますので、

それも着実に解消しながら、どれだけ体力をつけ

ていくのかというふうなところ、ここが今分かれ

道に、私は岐路にあるのではないか、財政運営、

こういうふうなところを常に意識をしていきたい

と、このように思います。そのためには、やはり

市民の皆さん方にも当市で取り組んでおります中

身の見える予算、中身の見える決算というふうな

形で、市民の皆さん方に財政の懐ぐあいをやはり

わかりやすくご説明をする機会、これらをもっと

もっとつくっていかなければいけない。そのこと

によって、情報を共有するということ、それによ

って、つまりそのことがまた市民協働参画、この

部分にもつながってくるものと、こういうふうに

思いますので、相努めていきたいと、このように

思いますので、ぜひとも中村議員におかれまして

も、ご理解と、そしてまた財政につきましてのご

提言等をよろしくお願い申し上げたいと、このよ

うに思います。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第57号の質疑を終わります。

次は、議案第58号 平成23年度むつ市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第58号の質疑を終わります。

次は、議案第59号 平成23年度むつ市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算について質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第59号の質疑を終わります。

次は、議案第60号 平成23年度むつ市下水道事

業特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第60号の質疑を終わります。

次は、議案第61号 平成23年度むつ市公共用地

取得事業特別会計歳入歳出決算について質疑に入

ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第61号の質疑を終わります。

次は、議案第62号 平成23年度むつ市介護保険

特別会計歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第62号の質疑を終わります。

次は、議案第63号 平成23年度むつ市魚市場事

業特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第63号の質疑を終わります。

次は、議案第64号 平成23年度むつ市水道事業

会計利益剰余金の処分について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第64号の質疑を終わります。

次は、議案第65号 平成23年度むつ市水道事業

会計決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第65号の質疑を終わります。

これで平成23年度むつ市各会計決算等に対する

質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第57号から議案第65号までの平成23年度

むつ市各会計決算等については、議会選出の監査

委員を除く議員25名で構成する決算審査特別委員

会を設置し、これに付託のうえ審査することにし

たいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第57号から議案第65号までの平成23年度

むつ市各会計決算等については、議会選出の監査

委員を除く議員25名で構成する決算審査特別委員

会を設置し、これに付託のうえ審査することに決

定いたしました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決

算審査特別委員会委員の選任については、委員会

条例第８条第１項の規定により、お手元に配布し

てあります決算審査特別委員会委員名簿のとおり

指名したいと思います。これにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、お手元に配布してあります決算審査特別委員

会委員名簿のとおり選任することに決定いたしま

した。

ここで決算審査特別委員会正副委員長互選のた

め暫時休憩いたします。

午前１１時５２分 休憩

午後 零時０４分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

ただいま開かれました決算審査特別委員会にお

いて、委員長に浅利竹二郎議員、副委員長に濵田

栄子議員が選任されましたので、ご報告いたしま

す。

ここで昼食のため午後１時15分まで休憩いたし

ます。

午後 零時０５分 休憩

午後 １時１５分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き
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ます。

◇報告第２１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第24 報告第21号

平成23年度むつ市一般会計継続費精算報告書を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第21号の質疑を終わります。

報告第21号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第25 報告第24号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成24年度むつ市後期高齢者医療特別

会計補正予算について報告及び承認を求めるもの

であります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第24号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第24号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第２５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第26 報告第25号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第25号の質疑を終わります。

報告第25号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第27 報告第26号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成24年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。

これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第26号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第26号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第26号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第26号は承認することに決定いたしまし

た。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明９月11日は常任委員会及

び決算審査特別委員会のため、９月12日及び13日

は決算審査特別委員会のため休会したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、明９月11日は常任委員会及び決算審査特別委

員会のため、９月12日及び13日は決算審査特別委

員会のため休会することに決定いたしました。

なお、９月14日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 １時２０分 散会
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